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研究成果の概要（和文）：「丁寧さ」は普遍的である。「丁寧さ」はどの言語にも、どの文化にも存在しており、それ
がなぜどのように機能するのかを解明することは、人間の言語と行為を理解するうえで重要な役割を果たすであろう。
この問題に取り組むうえで、本研究課題では、我々は「丁寧さ」について、言語表現そのものも、その使われ方につい
ても、極めて詳細で複雑な体系を持つ日本語に焦点をあて、言語学研究において初めての、説明対象の広さと数学的形
式性を兼ね備えた理論を完成させた。方法論としては、形式意味論、形式語用論の手法、特に型理論とゲーム理論を用
いた。

研究成果の概要（英文）：Politeness is universal. We find it in every language and culture; understanding 
how it works, and
why, is crucial for a clear picture of human language and linguistic behavior. In our research, we have 
begun to address these questions, focusing on Japanese, which is a language with a highly articulated and 
complex system of politeness, both at the level of language itself, and at the level of how that language 
is used. In broad outline, we have provided the first full formal theory of politeness in language, by 
utilizing techniques (some developed by the project participants, some new) in formal semantics and 
pragmatics to analyze politeness phenomena.

研究分野： 言語学

キーワード： 言語学　意味論　語用論　尊敬語
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１．研究開始当初の背景 
「丁寧さ」(politeness)は、言語学的に重要

な現象として知られており、その仕組みの解
明は様々な局面において役立つことが期待
される。 
言語学的重要性については、たとえば日本

語の敬語（あるいは罵倒）表現には、社会的
な地位とその関係について述べる語彙項目
が多数存在するが、それらの理論的位置付け
には、明らかに、言語表現の意味とコミュニ
ケーションの相互作用についての理解が要
求される。言い換えれば、会話においてそれ
らの表現を用い、また処理する主体たる聞き
手／話し手は、その会話において「丁寧さ（も
しくは無礼さ）を用いる戦略」を選択し、処
理しているのである。これは、会話において
言語がどのように用いられるのか、会話の主
体は互いの意図・目的をどのように推定する
のか、というより一般的な問題の具体例でも
ある。そのような意味において「丁寧さ」の
問題は、理論言語学における興味深い問題を
我々に提供している。 
一方で、「丁寧さ」の問題は自然言語処理

等における応用面でも、今後ますます重要性
を増すことが予想される。機械翻訳や自動応
答システムの出力において、敬語を適切に使
用できる能力は現在のところ実現されてい
ないが、今後、人工知能が社会の様々な局面
において人間と共存するためには必須であ
ろう。しかし、敬語の形式だけではなく、敬
語の会話における機能についての研究が十
分に整わなければ、何が正解であるのかを評
価することもままならない。 
 
２．研究の目的 
このような背景から、言語学者のみならず、

たとえば人類学のような隣接分野の研究者
もまた、言語における「丁寧さ」を研究対象
としてきたのである。一方、理論言語学にお
いては「丁寧さ」の研究は、近年に確立され
た新しい理論装置によって復活したところ
がある。たとえば日本語の敬語の再分析につ
いては、Potts and Kawahara (2004)におい
て、表出的意味(expressive meaning)を分析
するための新しい理論が用いられたのが皮
切りである。日本語は、「丁寧さ」を表す代
表的な言語であり、そのための表現と、発話
行為とが、複雑に絡み合って存在している。
しかし、Potts and Kawahara (2004)では、
まだその全体を説明することに成功してい
るわけではない。発話行為という面において
は、van Rooij (2003)が、古典的ゲーム理論
の観点から発話における丁寧さの性質につ
いて考察しているが、これも「丁寧さ」に関
わる経験的言語事実についてはごく一部を
扱うのみである。 
本研究課題は、「丁寧さ」に関する経験的

事実を幅広く取り扱いつつ、数学的に厳密か
つよい性質を備えた理論的基盤を提供する
初の試みである。 

先行研究は、形式化を行っていないもので
あるか、もしくは形式性は高いものの経験的
事実の説明範囲が極めて狭いものかのいず
れかであった。また、「丁寧さ」の理論とし
ては、(1) 「丁寧さ」の語彙的貢献・意味合
成の問題と、(2)「丁寧さ」の行為としての意
味の両側面を扱った研究もまた存在してい
なかった。 
本研究課題の目的は、それらの両方を視野

にいれた理論を、幅広い言語現象を扱いつつ、
高い形式性をもって定式化することである。
この形式性は、「丁寧さ」に関連して今後生
じるであろう自然言語処理のニーズに対し
て理論的基盤を提供することを見据えたも
のである。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題においては、以下の二つの理論
の確立に取り組んだ。 
 
(1) 敬語（もしくは罵倒）表現の統語論・意

味論における語彙的貢献・意味合成の理
論 

(2) 敬語（もしくは罵倒）表現の行為として
の（ゲーム理論的）意味 

 
前者(1)については、日本語の「－マス」

のように「丁寧さ」のみを伝える表現と、「ご
覧になる」のように、話し手の主語に対する
「丁寧さ」を伝えると同時に、「見る」とい
う記述的意味(descriptive meaning)を伝え
る表現がある。これらの分析のためには、「丁
寧さ」と記述的意味の両方を同時に扱い、解
釈できる意味の理論が必要であった。 
この点において、我々は表出的意味の理論

を出発点とした。表出的意味については、文
脈に依存する意味、記述的意味とは異なる意
味のレイヤーとして近年研究が進んでいる。
研究代表者(McCready)は表出的意味に関し
て、Potts (2005)による「慣習的含み」
(conventional implicature)の分析を拡張し
た理論を提唱していたが、本研究課題におい
てはその理論を整備し、より広範な言語現象
に適用することに成功した（研究成果(1)を
参照）。 
同時に、型理論に基づく自然言語の意味論

を専門とする研究分担者（戸次）は、依存型
意味論(dependent type semantics (DTS) 研
究業績[17])という新たな意味の体系を考案
した。DTS は照応や前提などの文脈依存的な
意味と、形式文法に基づく意味合成を両立し
た理論である。 
その上で、McCready による表出的意味の言

語学的分析と、DTS を組み合わせることによ
り、依存型理論に基づく、表出的意味の意味
合成の理論(CI via. DTS)を新たに提案した
（研究業績[8]）。 
さらに、研究分担者（戸次）が提唱してい

る、組み合わせ範疇文法(CCG; Steedman 
(1996))による日本語文法(戸次 (2010))に



基づいた日本語の敬語体系を提案し、その意
味論を“CI via. DTS”理論に基づいて与え
た。 
このようにして生み出された敬語（もしく

は罵倒）表現の統語論・意味論における語彙
的貢献・意味合成の理論は、日本語の敬語表
現のほぼ全体をカバーするものでありなが
ら、高い形式性を併せ持つとともに、自然言
語の意味の理論における表出的意味の位置
づけについても、新たな視点を提供するもの
となっている。 
一方、たとえば「話者が主語 x を尊敬して

いる」という命題 honor(sp,x)が用いられると
き、それ自体が会話においてどのような役割
を果たすかについては、後者(2)の研究、す
なわち敬語（もしくは罵倒）表現の行為とし
ての意味の理論が必要である。 
行為としての「丁寧さ」の分析には、少な

くとも二つの問題が存在していた。第一に、
話し手／聞き手がどのような信号を「丁寧
さ」として認識するか、という問題。第二に、
話し手／聞き手が適切なレベルの「丁寧さ」
をどのように選択するか、という問題である。 
これらの問題に対しては、近年形式語用論

において研究が進んでいるゲーム理論的意
味論についての、研究代表者(McCready)と連
携研究者(Asher)の共同研究を出発点とした。
特に、会話とは「繰り返し行われるゲーム」
である点に着目し、単なる１ゲーム内での利
得だけではなく、ゲームが副作用としてもた
らすプレイヤーの評判という要素が、会話と
いうゲームにおける均衡・行為の最適化の概
念においての、ひいては敬語（あるいは罵倒）
の分析においての鍵となる。 
敬語（あるいは罵倒）の使用とは、そのよ

うな「繰り返し行われるゲーム」における戦
略に基づいたものである。話し手／聞き手が
「丁寧さ」として認識する表現は、文脈の多
様な要素、たとえば「話し手の行為の履歴」
あるいはそこから帰納的・統計的に派生する
「聞き手の、話し手の気質、習慣に対する信
念」のような要素に依存するのである。ゲー
ム理論はこれらの要素を捉えるのに適切な
理論であり、それによって聞き手は話し手の
次の行為がどのようなものになるかを予測
する。「丁寧さ」はそのような文脈に位置づ
けられるべきものであり、会話において「丁
寧さ」を用いるべきか否かという選択もまた、
そのようなゲームにおける戦術に依存する。
本研究では、「繰り返し行われるゲーム」に
おける「丁寧さ」のもたらす均衡について明
らかにし、異なる戦略が異なる計算的複雑さ
に対応する、という新たな理論を提案した。 
 
４． 研究成果 
(1) 表出的意味の分析については、研究業績

[1][2][4][5][6][10][11][13]がある。こ
の成果は研究代表者(McCready)が書籍に
まとめ、オックスフォード大学出版から
[27]を、Springer 出版から[28]を出版し

た。 
(2) 表出的意味の依存型意味論[17]による定

式化、および依存型意味論の計算理論に
ついては、研究業績[8][9][20][21][22]
がある。 

(3) 敬語の形式的統語論と、表出的意味の合
成 に つ い て は 、 研 究 業 績
[7][14][15][16][23][24][25][26] が あ
る。 

(4) ゲーム理論的意味論による敬語の分析に
ついては研究業績[3][12][18]がある。 

 
本研究課題の成果について、研究代表者

(McCready) と 連 携 研 究 者 (Asher) は 、
European Summer School of Logic, Language 
and Information (ESSLLI) 2015 (2015/ 
08/03-14、バルセロナ）において、コースレ
クチャーの講師を務めた。ESSLLI におけるコ
ースレクチャー案の採択率は 30%前後である。
同レクチャーにおいては、研究分担者（戸次）
も、主に研究業績[8]の内容についてゲスト
レクチャーを行った。 
また、国際学会 Logic and Engineering of 

Natural Language Semantics (LENLS) 12
（2015/11/15-17, 慶応大学）においても、
併設シンポジウムを開催し、研究代表者
(McCready)、研究分担者（戸次）、連携研究
者(Asher)の３名が講演を行った。 
このように本研究課題については、幅広い

知見を得ることに成功したばかりでなく、そ
の成果を国外、国内において広く発信するこ
とができた。 
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